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生産者団体としての「アニマルウェルフェアポリシー」を令和６年５月に制定

ポイント①：一般的な畜産企業のポリシー同様、国際的なアニマルウェルフェアの基本的な指針である「５つの自由」を尊重することを明記

ポイント②：全農グループは畜産酪農事業において一貫したサプライチェーンを構築しているため、農場から食卓に至るあらゆる事業に適用

ポイント③：持続可能な家畜生産を実現するために動物福祉と農業者福祉は表裏一体でであること

ポイント④：アニマルウェルフェアは社会・経済・環境のバランスで成立するため、ポリシー内容は関係者との対話により段階的な発展・改定を予定
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現状の取り組みーチェックリスト調査結果から見た課題ー

肉用牛

〇除角（生後2か月以内もしくは獣医師による麻酔）

〇削蹄（少なくとも1年に1回以上）

〇チェックリストによるAWの定期確認

乳用牛

〇除角（生後2か月以内もしくは麻酔） 

〇危機管理マニュアルの整備

〇飼養管理状況の毎日の記録

ブロイラー 

〇アニマルウェルフェアの指標や改善方法に関する知識や技術の

習得

〇チェックリストによるAWの定期確認

〇文書化された手順

豚

〇繁殖雌豚が利用できる巣材の提供

〇豚に遊べるものや、人とのふれあいの機会の提供

〇チェックリストによるAWの定期確認

採卵鶏 

〇獣医師の指導の下でのワクチン接種・治療

〇疾病に罹患した鶏の分離・手当

〇異常な行動が見られた場合の飼養空間の是正措置
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今後の取り組み

生産側：

グループ直営農場におけるチェッ
クリスト達成率の向上

販売側：

販売先との連携・消費者への普及
啓発・理解醸成
⇒食育は未来の消費者を育む点で

効果的
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